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　漢字読み困難を示した知的発達水準がボーダーラインにある児童一例に対して，認知特性と語彙
力に考慮した漢字読み指導を実施した。指導漢字には語彙力相応の学年配当漢字を採用した。漢字
熟語の意味と用例を意識させ，フレーズの暗記をさせる指導を通じて読み正確性が改善し，未指導
の漢字音読にも指導効果が般化した。また指導後の語彙検査の結果も上昇していた。今回の意味と
用例を意識させた漢字読み指導により，対象児の心的辞書が活性化し文字形態と音韻情報のアクセ
スが向上し，本来対象児が獲得していた漢字音読力が顕在化したと考えられた。語彙力と漢字音読
は双方に密接に関係しあっていることが示された。
キーワード：読み書き困難，漢字音読，語彙力，境界域知能
はじめに
　発達期における読み困難は，二次的に読む機会が少なくなるという問題が生じた結果として語彙
や知識の増大を妨げるリスク要因となりうる。2013年に改定された DSM-5の限局性学習症におい
ても，同様の内容が盛り込まれた。本邦においても，学習手段として機能している読み書き能力の
低下が学習や読解力に影響を及ぼすことが指摘されている（川崎，奥村，荻布，ほか，2012；荻布，
川崎，2016；高橋，2001）。読み書き困難は，注意欠如・多動症や自閉スペクトラム症といった行動
面に目立つ課題を抱えるその他の発達障害とは異なり問題の所在見えにくいため，結果として生じ
た学習の遅れを本人の知的発達水準の問題に帰結されてしまうことが起こりうる。また本人の困り
感が見えにくく本人の努力の問題として叱咤激励されてしまいやすいが，努力では解決されずに不
全感が蓄積し，次第に文字から離れ，学習や学校生活全般への意欲の低下にまで問題が波及してし
まうことも起こりうる。そのため，読み書き困難児の評価はその一時点で顕在化している読み書き
の実態把握だけでは不十分であり，それまでの経過のなかで生じた結果としての読み書きや語彙力
をはじめとする学習全般を評価する視点が必要である。
　近年，様々な立場からの読み書き困難を対象にした事例報告が散見されるが，どの報告をとって
みても，知的発達水準が正常域にあることを前提としている。指導事例に注目すると，ひらがなや
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カタカナを五十音の音韻系列を手掛かりにする報告（宇野，春原，金子，ほか，2015；押田，川崎，
2013）や，漢字を構成要素に分解し音声言語化して覚える報告（粟屋，春原，宇野，ほか，2012；中村，
加我，稲垣，2015），漢字を偏と旁に分解してパズル化する方略を採用した報告（後藤，赤塚，江尻，
ほか，2009）など，本邦では書字の正確性の獲得を目的とした報告がその中心に存在する。一方で読
字指導は，ひらがな音読の正確性や流暢性に関する報告は数件存在するが（浦，遠藤，田中，2010；
上村，福田，平岩，2014），漢字音読に焦点を当てた報告は我々の知りうる限りでは存在しない。また，
書字指導においても読字指導においても，その時点での困難さに直接的に介入し，直接指導した文
字に対する指導効果を検証するものが主であり，二次的な影響が懸念される語彙力や学力との関係
にまでは言及されていない。
　今回，漢字の読み書き困難を呈している知的発達水準がボーダーラインの児童に対して漢字の読
みに特化した指導を行った。読み書き到達度の評価や目標設定に際しては対象児の知的発達水準が
ボーダーラインであることを加味し，また読み書き能力そのものの改善に加えて読み書きへの抵抗
感を軽減すること及び読み書きに起因して生じていると推測された二次的な影響を拡大させないこ
とにも重点を置いた。その経過を通じて漢字読み正確性と語彙力，特に単語の聴覚的理解力の関連
について知見を得たので報告する。
方法
1．対象
　公立小学校の特別支援学級に在籍する5年生の右利き男児である。主訴は「文字が読めない，書
けない」「学習全般の遅れ」であった。小学校入学時は通常学級に在籍していたが，「学習不振」を理
由に4年生進級時に特別支援学級を勧められ多ことをきっかけにして，大学教育相談へ来所となっ
た。文字を読むこと書くことへの苦手意識が強く，来所開始当初は教科書を開くことも嫌がる様子
があった。
1）発達歴
　在胎29週，出生時体重は760ｇであり，NICU 管理された。頭部 CTscan 上では軽度脳室拡大が
認められた。初歩2歳0 ヶ月，初語2歳6 ヶ月，2歳11 ヶ月時にはオノマトペレベルでの表出が十数語，
3歳過ぎに2 ～ 3語文の表出が可能となった。
　200X-7年10月～ 200X-4年3月にＴ県通園センターにて作業療法及び感覚統合療法，並行して
200X-5年4月～ 200X-4年3月に言語療法を受ける。小学校就学と同時に訓練は終了した。通常学級
へ就学するが，4年生より通級指導教室の利用を開始し，5年生より特別支援学級（言語）に在籍して
いる。
2）指導開始時評価（生活年齢10歳11か月）
　対象児の主訴である「文字が読めない，書けない」「学習全般の遅れ」の状況とその背景を明らか
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にすること，および今後の学習を積み重ねていくうえで最善の学習方法を検討することを目的とし
て，以下の評価を行った。
①　全般的知的発達・認知発達に関する評価
全般的知的発達：WISC- Ⅲ知能検査（WISC- Ⅲ）では全 IQ90，言語性 IQ89，動作性 IQ92であった。
認知発達と習得度：K-ABC 心理・教育アセスメントバッテリーは標準得点が継次処理尺度88±12，
同時処理尺度91±10，認知処理尺度88±9，習得度尺度72±7であった。尺度間の比較では，同時
処理尺度＞習得度（1％水準），継次処理尺度＞習得度（5％水準），認知処理尺度＞習得度（1％水準）
の有意差が認められた。
②　言語機能に関する評価
語彙到達度：改訂版絵画語彙発達検査（PVT-R）では語彙年齢9歳5か月（SS6），標準抽象語理解力検
査（SCTAW）の正答数は19/32であった。
読み書き到達度：小学生の読み書きスクリーニングテスト（STRAW）では，読みはひらがな1文字
20/20，カタカナ1文字20/20，ひらがな単語20/20，カタカナ単語20/20，漢字単語17/20であった。
書きはひらがな1文字20/20，カタカナ1文字17/20，ひらがな単語18/20，カタカナ単語13/20，漢字
単語7/20であった（図1）。また，2年生及び3年生の学年配当漢字の全ての音訓読みを確認したと
ころ，2年生の学年配当漢字は203/342，3年生の学年配当漢字は200/360の音読が可能であった。
この傾向を日本教材文化研究財団（2001）に基づき分類した結果を表1に示す。2年生，3年生ともに
当該学年で難易度の高い漢字での読み方で正答率が低下していた。
 
 
  
図1　対象児のSTRAW書字課題の一部
表1　対象児が正答した音訓読みの分類
総数 90％以上 70 ～ 89％ 69％以下
2年生学年配当 203/342 180/241 19/71 4/30
3年生学年配当 200/360 180/260 19/81 1/19
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③　要素的な認知機能に関する評価
聴覚情報処理：単語逆唱課題では3モーラまで可能であったが反応時間は5秒以上と遅延した。非
語復唱課題では6モーラまで可能であった。Rey’s Auditory Verbal Learning Test（RAVLT）では，
初頭再生語数5/15，最大再生語数13/15，遅延再生語13/15であった。
視覚情報処理：立方体透視図模写は形がゆがみ，平板な印象の図形を描いた。Rey-Osterrieth　
Complex Figure Test（ROCFT）は模写29/36（所要時間10分以上），直後再生18.5/36，遅延再生
17.5/36であった。（図2）
2．指導目標
　対象児の語彙力を勘案し2年生の学年配当漢字のうち，全ての音訓読みのうちいずれにも正答で
きなかった漢字60字の音読を目標とした。
3．指導方法
1）指導期間
　200X 年6月～ 10月，大学教育相談にて週1回（1回60分）全16回行った。また特別支援学級にて
週3回程度（1回10分）全30回，教育相談にて学習した漢字についての音読練習を行った。
2）指導手続き
　教育相談では，学習する漢字を5個程度選択した。選択した漢字を含む代表的な単語を提示，ま
たは対象児に挙げてもらい，語義を説明させた。対象児が語義を説明できなかった単語は，別の単
語を提示，または対象児が理解できる程度の平易な単語に言い換えて語義を説明した。語義を理解
していることを確認した上で，その単語を含む短文を対象児と共に作成した。次に作成した短文を
表す図画をいくつか提示し，最も短文の意味内容を想起しやすいものを選択させた。選択した図画
と短文を漢字かな混じり文であわせて単語帳に記載し，繰り返し音読した。短文に使用した漢字に
はひらがなで読み方を記載した。特別支援学級では，作成した単語帳を見ながら短文の音読を繰り
返し，暗記した。
 
  
図2　描画例（立方体透視図模写およびROCFT遅延再生）
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結果
　指導の結果，2年生学年配当漢字のうちいずれの読み方でも音読できなかった60字全ての音読が
可能となり，指導終了後1カ月の時点でも60字全ての音読は可能であった。また指導終了後1カ月
の時点において，3年生学年配当漢字のうち指導開始時にいずれの読み方でも音読できなかった未
指導の71字のうち25字の音読が可能となった（図2）。指導終了後の PVT-R は語彙年齢10歳7か月
（SS8），SCTAW は26/32正答であった。
考察
1．対象児の読み書き困難さとその背景
　対象児は WISC- Ⅲでは IQ90であり，知的発達の水準は明らかな遅れは認められないものの境界
域の値を示した。また K-ABC においても認知処理尺度は88であり，認知発達も全般的知的発達相
応であった。しかし，語彙到達度は基本的な語彙を評価する PVT-R では9歳5か月相当，抽象語に
特化しより意味処理能力に負荷のかかる SCTAW では19/32正答と小学2 ～ 3年年生の平均値相当
の値であり，全般的知的発達に比して語彙力が低下していた。
　対象児の主訴である「文字が読めない，書けない」の現状を把握するために実施した STRAW の
読みでは，いずれも当該年齢の標準偏差の範疇にあった。STRAW は知的発達に遅れを認めない児
を対象として標準化されていることから，知的発達水準が境界域であった対象児の漢字読み到達度
をより詳細に評価するため2 ～ 3年生の学年配当漢字のすべての音訓読みを確認したところ，正答
率は6割程度であり一般小学生の2 ～ 3年生の正答率と比しても低下していた。また STRAW の書
きではカタカナ単語13/20，漢字単語7/20であり当該年齢の -1.5SD の値を下回った。つまり，対象
児は全般的知的発達，語彙力，読み書き到達度の順に低下を示した。
　対象児の語彙到達度の評価に用いた SCTAW 及び PVT-R の間に明らかな差を認めなかったこと
は，対象児の語彙到達度の低下の主たる要因は語彙習得に必要とされる意味処理能力の困難さに起
因するものではないことを示すと考えられる。対象児は2・3年生学年配当漢字の読み正答率は低下
し，また書きでは小学1年生で学習するカタカナから低下を認めており，また文字自体への苦手意
識が非常に強かった。このことから，対象児の語彙力の低下は書き困難に起因する文字への抵抗感
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図3　指導前後の音読不可の漢字数
年報10荻布・川崎氏1c_三[137-146].indd   139 2018/12/11   18:06:06
―　　―140
漢字読み書きに困難さを示したボーダーラインの知的発達の児に対する漢字読み指導
により，文字を通じた学習経験が阻害されてしまった二次的影響によるものであり，これまでの学
習の成果を反映した結果であったと考えられる。
　読み書き困難の背景要因を明らかとするために，要素的な認知検査実施し情報処理の過程につい
て精査した。音韻情報処理過程を精査するために実施した非語復唱課題では6モーラまで可能であっ
たが，単語逆唱課題では3モーラまで可能であったものの反応時間に遅延があり，音韻情報処理は
良好に保たれているとは言い難かった（後藤，宇野，春原，ほか，2010）。視覚情報処理過程の総合
的指標である ROCFT では顕著な得点の低下を認めなかったが（荻布，川崎，2014），模写では微修
正を繰り返しながら10分以上の時間を要しており流暢性は大きく低下していた。後藤ら（2010）の
視覚情報処理過程の操作的定義に則ると，対象児は傾きや線分の長さといった対象の要素的な視覚
情報を処理する視知覚の段階が重篤に障害されていたと考えられる。また流暢性の低下は，視知覚
の段階での困難さから繰り返し微調整を重ね，比較的保たれていた複数の線分を知識に依存して形
態を処理する視覚認知能力でもって代償しようとした結果であると考えられる。
　よって対象児は，音韻情報処理過程および視覚情報処理過程の障害により読み書きの正確性の低
下を呈していると考えられた。これは本邦における発達性読み書き障害の知見に合致しており，対
象児は読み書きに特異的な苦手さを有すると考えられた。
2．漢字読み指導の結果と語彙との関係
　対象児の主訴の一つは「学習全般の遅れ」であり，今回対象児の学力低下に直接的に寄与する介入
を行った。発達期の文字習得は読み，書きの順に経過をたどること，また読み書き困難に起因して
学習にも影響が出始めてしまっていたことから，二次的な影響のさらなる拡大を最小限にとどめる
ため，読み指導を優先的に行った。
　漢字単語の音読は単語の聴覚的理解力との関連が指摘されており，特に発達性読み書き障害にお
いては単語の聴覚的理解力が漢字音読を説明し，漢字音読が漢字単語の読解を説明することが示さ
れている（土方，宇野，春原，ほか，2010）。そこで語彙力と漢字読み能力に差がある場合には語彙
力相当の漢字音読の習得が可能との仮説に基づいて指導目標を設定した。また，同時に漢字読み指
導の効果に伴って語彙力も伸長するとの仮説をもって指導を開始した。
　今回，漢字読み到達度の評価に2種類の方法を採用した。発達性読み書き障害を簡便に検出する
ためのスクリーニング検査である STRAW は，文部科学省の学習障害の定義に則り2学年下の学年
配当漢字を採用している。そのため STRAW の成績は漢字学習の成果の相対的な位置を示すもの
ではなく，その結果として学習到達度との関連も大きくないことが明らかとなっている。（荻布，川
崎，2016）。近年改定された STRAW-R においては漢字126語の音読成績による「音読年齢」の算出
が追加されている。相対的な漢字読み能力を把握するためには STRAW-R の漢字126語音読のよう
に学年配当を超えて広く漢字読み課題を設定し到達度とすることも一つの方法である。しかし今回
の対象児は読み書き困難に起因して二次的な問題が顕在化しており，見慣れない漢字を多量に読む
課題には強い抵抗感が予測されたため，少しでも「読める」見通しのある語彙到達度相応の学年配
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当漢字を基に，読みの傾向を評価することとした。この方法では音読数は多くなるものの，対象児
にとって音読の難易度が適当であるため心理的な負荷は高くなく，対象児の正確な実態把握にも適
していたと考えられる。
　今回，直接指導した60字全ての音読が可能となり指導終了後1カ月の時点においても指導効果は
維持されていた。短期間での指導効果が認められ，効果も維持されたのは，①対象児の語彙到達度
相当の学年配当漢字を指導漢字とし指導には語義を理解している単語を用いたこと，②繰り返し音
読・暗唱し良好に保たれていた音声言語の長期記憶を活用したこと，③短文に合わせて記載した図
画が単文の意味を想起する手がかりとして長期的にも機能したこと，によると考えられる。後藤ら
（2009）や高橋，松本，寺田ほか（2017）は，読み指導に視覚刺激を用いて意味情報を付加することで
指導効果を認めた事例を報告している。特に高橋ら（2017）は単語音読の情報処理モデルの一つで
あるトライアングルモデルを引用し，意味処理は強いが「形態 - 音韻」プロセスが困難な児に対し，
図画で意味情報を付加し「形態 - 意味 - 音韻」プロセス用いる学習方略の有用性を示しており，今回
の結果もこの知見を支持するものであった。
　さらに指導終了後，未指導の3年生学年配当漢字のうち指導開始時に音読できなかった71字のう
ち25字の音読が可能となっていた。また指導終了後に実施した PVT-R は語彙年齢10歳7か月（SS8），
SCTAW は26/32正答と小学5年生相応であり語彙到達度の伸長を認めた。読み書き困難より学習
から遠ざかった結果として読み到達度が低下していた対象児にとって，3年生学年配当漢字は全く
の新規文字ではない。また対象児の本来の意味処理能力を鑑みれば，「形態 - 意味 - 音韻」の処理プ
ロセスを活用する方略を用いて読み指導を行った結果，①これまであまり活用されていなかった意
味処理能力が活性化されたこと，②形態としては触れた経験のある文字と聴覚的には理解可能で
あった音韻情報が意味を介して結びつきやすくなったこと，の2点から一部の未指導の漢字につい
ても指導効果が波及し，対象児の本来の語彙到達度や読み到達度が顕在化したと考えられる。松本
（2006）はひらがな音読においても「形態 - 意味 - 音韻」プロセスを用いることで日常生活に支障のな
い状態象を呈している読み書き困難事例を報告し，漢字音読ではより意味処理を用いて代償的に音
読していることを示唆している。今回の結果もこの知見を支持するものであり，語彙と漢字音読は
双方向に密接に関係しあうことが示された。
3．今後の課題
　漢字音読と語彙力は密接に関係し，相互に影響を及ぼしあう。語彙力は獲得された語彙数で評価
するほかなく，語彙の獲得に必要となる意味処理能力自体を評価することは難しい。読み書き困難
の指導にあたっては，対象児のこれまでの教育経過を踏まえて実態を評価し，語彙力を考慮した指
導目標を設定することが効果的であると考えられた。また，現在の困難さそのものに注目するだけ
ではなく，生活状況全般や将来を見据えて柔軟に指導目標を設定することが重要である。
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漢字読み書きに困難さを示したボーダーラインの知的発達の児に対する漢字読み指導
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 The aims of this study is to investigate the relation of phoneme processing of kanji reading 
and the semantic processing of kanji phrase through a kanji reading training for the 10-year-old 
dyslexia child.Through the kanji reading training that was based on the relations of a reading and 
the meaning of the kanji phrase, the training effect extended to not only reading results but also 
the vocabulary results.This result suggests possibility of two consideration, the first consideration 
is that ability to read Kanji is facilitated by the meaning of the phrase. The second consideration 
is that phoneme processing of kanji reading and the semantic processing of kanji phrase interfere 
it closely.
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